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熊野古道でおもてなし
平成16年7月、「紀伊山地の霊場と参詣路」として熊野古道が世界遺産に登録されました。私たち紀北県民局水産室管内でも、馬越（まごせ）峠や八鬼山（やきやま）峠などに、美しい石畳が残されており、世界各国から訪れた観光客が、かつての巡礼者へ思いを馳せています。
さて、11月21日に、管内の牟婁地区漁協女性部連絡協議会が、尾鷲市で開催された熊野古道イベントにて、特産の鯛めしとうま味たっぷりの鯛のみそ汁をふるまいました。今回は「おもてなしの心」で行われたこの取り組みについて報告します。
[image: image1]
おわせ海・山ツーデーウォーク
平成16年11月21日に尾鷲市で、熊野古道の世界遺産登録を記念したイベント、「おわせ海・山ツーデーウォーク」が開催されました。
この地域の熊野古道は海あり、山ありで、いろいろな景色が楽しめます。これは今回のコースの一つ、八鬼山峠頂上からの眺めです。峠の頂上から眺める太平洋は格別です。
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鯛めしの準備
牟婁地区漁協女性部連絡協議会のメンバーが早朝から鯛めしとみそ汁の準備をしました。具は鯛の他ににんじん、しいたけ、ねぎなどです。湯通しした鯛の切り身を上に載せ、大釜で炊きあげます。写真は炊きあがったご飯に鯛をほぐして混ぜているところです。湯気と香りが立ち昇り大変美味しそうでした。
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鯛めしとみそ汁を配布しました
11時から尾鷲市行野浦の宮島公園にて、鯛めしとみそ汁を無償配布しました。
この公園には約100名の方が休憩に訪れました。当日は天気が良い小春日和だったので、めいめいが思い思いの場所で味わっていました。
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ご協力ありがとうございました
食事の後には、感想を書いていただきました。鯛めしとみそ汁の評判は上々でした。牟婁地区漁協女性部連絡協議会では、地域の特産品であるマダイを使った特産品づくりに取り組んでおり、このような嬉しい声や貴重なご意見を糧に今後も頑張って行くとのことです。みなさん応援よろしくお願いします。
